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１．今，注目を浴びる有機 EL 
 2015 年 11 月下旬に Apple 社が iPhone に有機 EL ディスプレーを採用すると報じられて以降，有

機 EL に対する注目度は一気に高まった。そして，今年 1 月にラスベガスで開催されたコンスーマー・

エレクトロニクスショー（CES 2017）では，パナソニック，ソニー，LG 電子が有機 EL テレビを展

示し，展示はなかったが東芝も有機 EL テレビの発売をアナウンスした。現時点で Apple 社のスマー

トフォン用中小型有機 EL パネルは Samsung ディスプレーが，パナソニック，ソニー，東芝へのテ

レビ向け大型パネルは LG ディスプレーがそれぞれ供給する。これによって，現在，すでに市場の 90％
超のシェアを持っている両社の有機 EL パネル市場の寡占状態は益々進むと思われる。この韓国 2 社

の市場独占を崩し，市場参入を狙っているのが中国メーカーである。BOE，Tienma，GVO，EDO，

CSOT，Truly の 6 社を会わせると 2019 年前半には 13 の生産ラインが稼働する計画である。そして，

2020 年には世界のスマートフォンにおける有機ディスプレーのシェが 50％を超えると予測されてい

る。一方日本メーカーはシャープが有機 EL パネルの量産工場を中国本土に建設する計画を進めてお

り，ジャパンディスプレイは，塗布型の有機 EL ディスプレーの開発を進めている JOLED を子会社

化し，液晶と有機 EL 双方の事業拡大を狙っている。 
 量産規模で先行する韓国 2 社は，有機 EL ならではの特長であるプラスチック基板を使うフレキシ

ブル性と，バックライトがいらないことによる薄型化を活かす製品の投入を計画している。Samsung
電子は折りたたみ式のスマートフォンの開発を進めていると報じられており，LG 電子は薄さ 2.5 ミ

リのパネルを使った壁掛けではなく，壁貼り型の TV を CES 2017 で発表した。このバブルとも思わ

れるパネルメーカーの競争激化と呼応するように，装置メーカー，材料メーカーがこぞって事業拡大

を進めている。 
 ただ，液晶ディスプレーもこの流れに対抗するように高性能化を進めている。バックライトの LED
の出力を上げ各社の最上位機種では 1,000nit を，さらにソニーは最大 2,000nit の高輝度を実現して

おり，有機 EL の最新パネルの最高輝度が 800nit 出あることと比較して，輝度性能で優位に立ってい

る。また，ソニーは白と黒のダイナミックレンジもバックライト LED の発光制御を従来のブロック

毎から個々の LED を制御する方式に進化させ，漆黒の表現を得意とする有機 EL の性能に近づけて

いる。 
 このように，今後も液晶ディスプレーと有機 EL ディスプレーの性能競争は続くと予測される。こ

の競争に大きな影響を与え，有機 EL の普及を加速させると期待される画期的なブレークスルーが九

州大学の安達千波矢教授を中心とする研究グループから 2012 年，2014 年に相次いで発表された。ま

ず 2012 年には，それまで高効率発光には不可欠といわれたイリジウムを用いることなく，純粋な有

機化合物でほぼ 100％の内部量子効率を実現した熱活性化遅延蛍光材料（Thermally Activated 
Delayed Fluorescence: TADF）の開発に成功した 1)。また，2014 年には TADF と蛍光材料を組合せ，

TADF が収集した励起子のエネルギーを蛍光材料に遷移させ，効率よく発光させる新たな発光技術，


